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The influence that self-conciousness, social skill and
























































てたアプローチが最も有効であるとされている（Lohaus, Kein-Hebling & Snebar，1997）。McCreary,



























































































3 友だちがしっぱいしたら，はげます。 ．73 ．11 －．07
1 困っている友だちを，たすける。 ．72 ．08 ．02
6 友だちのたのみをきく。 ．67 ．04 ．05
13 友だちに，しんせつにする。 ．59 －．23 ．03
7 ひきうけたら，さいごまでやる。 ．55 －．10 ．03
9 あいての気持ちを，考えて話す。 ．54 －．24 ．05
11 友だちの意見に反対するときに，わけをいう。 ．50 ．14 －．05
2．攻撃行動（α＝．66）
2 友だちに，らんぼうな話し方をする。 ．04 ．70 －．05
14 友だちに，けんかをしかける。 ．11 ．60 ．03
4 なんでも，友だちのせいにする。 －．02 ．54 ．01
15 自分のしてほしいことをむりやりやらせる。 －．03 ．48 ．10
3．引っ込み思案行動（α＝．63）
12 友だちとはなれて，ひとりだけで遊ぶ。 ．01 ．06 ．70
8 遊んでいる友だちの中には，入れない。 ．02 ‐．02 ．55
10 友だちの遊びを，じっとみている。 ．08 ．07 ．53
5 休み時間に，ともだちと，よくしゃべる。（逆転項目） ．25 ．08 －．39
寄与率（％） 3．50 1．15 ．94
累積寄与率（％） 23．31 30．97 37．22





































17 自分が他の人にどう思われているか，気になりますか。 ．80 ．02
11 自分についてのうわさが気になりますか。 ．77 －．12
2 みんなの前で何かするとき，自分の動作やかっこうが気になりますか。 ．59 －．04
4 何かしているとき，みんなが自分を見ているような気がしますか。 ．58 －．07
15 おとなが自分のことをどう思っているか，気になりますか。 ．45 ．14
16 かみがたや服そうには，気を使いますか。 ．40 ．18
2．私的自己意識（α＝．74）
9 ほかの人を見るように，自分のことを考えてみることがありますか。 ．00 ．68
8 自分のことを，じっくり考えてみることがありますか。 ．02 ．63
14 いま，自分がどんな気持ちなのか，考えることがありますか。 ．13 ．55
19 自分のしたことや言ったことを，あとから反省してみることができますか。 －．09 ．52
5 気分がかわると，すぐに自分で気づくことができますか。 －．08 ．46
6 自分がほんとうにしたいことは何だろうかと，考えますか。 ．07 ．46














































3年生 4年生 5年生 6年生
男子
2．84 2．93 2．92 3．03
（0．63） （0．67） （0．51） （0．52）
女子
3．10 3．05 3．01 2．86
（0．58） （0．60） （0．55） （0．60）
全体
2．98 3．00 2．96 2．95































3年生 4年生 5年生 6年生
向社会的スキル
男子
2．84 2．90 2．81 3．00
（0．55） （0．62） （0．52） （0．59）
女子
3．17 3．15 3．22 3．28
（0．53） （0．57） （0．49） （0．41）
全体
3．01 3．03 3．02 3．13
（0．57） （0．61） （0．54） （0．53）
攻撃行動
男子
1．67 1．61 1．69 1．61
（0．61） （0．56） （0．47） （0．53）
女子
1．42 1．44 1．46 1．49
（0．56） （0．51） （0．47） （0．36）
全体
1．54 1．52 1．57 1．55
（0．60） （0．54） （0．48） （0．46）
引っ込み思案
男子
1．78 1．55 1．48 1．39
（0．60） （0．57） （0．58） （0．54）
女子
1．77 1．75 1．61 1．66
（0．68） （0．67） （0．52） （0．56）
全体
1．78 1．66 1．55 1．52
（0．64） （0．64） （0．55） （0．56）
表6．社会的スキル尺度の平均得点（標準偏差）
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3年生 4年生 5年生 6年生
問題解決
男子
2．40 2．71 2．69 2．89
（1．01） （0．87） （0．76） （0．84）
女子
2．39 2．86 2．87 2．98
（1．02） （0．83） （0．83） （0．80）
全体
2．40 2．79 2．78 2．93
（1．01） （0．85） （0．80） （0．82）
サポート希求
男子
1．96 2．35 2．25 2．11
（0．86） （0．95） （0．84） （0．86）
女子
2．06 2．35 2．50 2．46
（0．91） （0．85） （0．86） （0．84）
全体
2．01 2．35 2．38 2．27
（0．88） （0．90） （0．86） （0．87）
行動的回避
男子
1．80 1．65 1．51 1．60
（0．82） （0．77） （0．54） （0．72）
女子
1．63 1．58 1．64 1．51
（0．85） （0．68） （0．63） （0．57）
全体
1．71 1．61 1．58 1．56
（0．84） （0．73） （0．59） （0．66）
情緒的回避
男子
1．87 1．83 1．64 1．69
（0．85） （0．91） （0．67） （0．82）
女子
1．99 2．09 2．15 2．13
（0．97） （0．90） （0．89） （0．91）
全体
1．93 1．97 1．90 1．90
（0．91） （0．91） （0．82） （0．89）
気分転換
男子
2．74 2．97 2．93 2．88
（1．05） （0．96） （0．78） （0．94）
女子
2．36 2．34 2．36 2．28
（0．85） （0．90） （0．75） （0．70）
全体
2．54 2．64 2．64 2．60
（0．97） （0．98） （0．82） （0．89）
表7．コーピング尺度の平均得点（標準偏差）
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3年生 4年生 5年生 6年生
公的自己意識
男子
2．17 2．20 2．18 2．41
（0．85） （0．73） （0．66） （0．74）
女子
2．65 2．81 2．87 2．93
（0．76） （0．78） （0．78） （0．65）
全体
2．42 2．52 2．54 2．65
（0．84） （0．82） （0．80） （0．75）
私的自己意識
男子
（2．59） （2．66） （2．54） （2．74）
0．76 0．66 0．61 0．64
女子
（2．76） （2．90） （2．85） （2．95）
0．53 0．61 0．69 0．61
全体
（2．68） （2．79） （2．70） （2．84）
0．65 0．64 0．67 0．63
表8．自己意識尺度の平均得点（標準偏差）
攻撃行動 引っ込み思案 自尊感情










































向社会的スキル 攻撃行動 引っ込み思案行動 調整済 R2
自尊感情
公高私中群 ．20 ＊ －．20 ＊ －．21 ＊＊ 0．20
公高私高群 ．32 ＊＊ －．11 －．30 ＊＊ 0．25
公中私高群 ．21 ＊＊ －．15 ＊ －．23 ＊＊ 0．16
公低私低群 ．51 ＊＊ －．24 ＊＊ －．06 0．39
M 3．13 1．55 1．61
SD ．53 ．51 ．60
コーピング方略
問題解決 サポート希求 行動的回避 情緒的回避 気分転換
自尊感情
公高私中群 ．29 ＊＊ ．01 －．24 ＊＊ －．08 ．03 0．15
公高私高群 ．07 ．23 ＊ －．11 －．18 ＊ ．19 ＊ 0．15
公中私高群 ．12 ．13 －．28 ＊＊ －．19 ＊＊ ．04 0．16
公低私低群 ．34 ＊＊ ．07 －．28 －．03 ＊＊ －．04 ＊＊ 0．20
M 2．77 2．29 1．60 1．93 2．61
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